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十分管理された熱処理がキー ･ポイントである｡ まず十分良質の Y1248の試料を3
等分する｡その一つはその後何らの熱処理もしない(untreated)｡他の一つは 180置
換し､残りの一つは 160置換する｡その際両者の熱処理の条件を完全に同一にする｡































































図 2 63cu spin-latice-relaxationratepertemperature
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である｡ ただしA及び Bは､それぞれ on-siteの Cuスピンからの超微細結合定数
及び隣の Cuスピンからの酸素イオンを経ての超微細結合定数である｡ 2次元 q空
間について和をとり
1/T.T∝(A-4B)2xQ/rQE2 (7)






















































160-Y1248 3.8411(1) 3.8717(1) 27.2372(8 )



















































La.85Sro.15CuO. 37.5～38.3 0.08～0.15 0.0098-0.018
YBa2Cu.08 79.5-81 0.056～0･076 0･0065-0･0089
YBaZCu307 89.6～92 0.025～0.05 0･0030-0･0054
Bi2Sr2CaCu208･6 7515 0･026-0･034 0･0031-0･0040




























































YBa2Cu408伴1248)を厳重な管理のもとで 180 と 160 に置換した試料について行っ
た､非常に精度あるCu(2)NQR核磁気緩和率の実験結果から､180 置換によりCu(2)
の核磁気緩和率が増大し､超伝導転移温度 Tcが低下していることを示しているC つ
まり 180 置換により反強磁性スピンゆらぎが変化し､Tcが低下していることが分か
った｡いろんな物質で観測されているアイソトー プ効果について議論し､『高温超伝
導体においては､アイソトー プ効果は必ずしも電子一格子相互作用の重要性を示す
のではなく､180 置換により反強磁性スピン揺らぎが変化して Tcが低下している』
とい う非常に重要なことが結論される｡
この研究は著者がD.Brinkmann教授にUniversityofZurichに招待され､19
97年8月から4ケ月間滞在したときの実験測定に基づいている｡前半については､
共同研究者のProf.D.Brinkmann,Drs.M.Mall,J.Roos,K.Conder(ETH),F.
RafaandProf.M.Ereminに感謝申し上げます｡このような難しい核磁気一格子緩
和率の差異の測定は､おそらく Y1248においてのみ可能であると考えられる｡ D.
Brinkmann教授の偉大さを感じるところである｡
後半 (§3以後)の考察については帰国後発展させたものであるが､大阪大学名
誉教授の朝山邦輔先生に議論していただきましたことを､心から感謝申し上げます｡
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